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イントロダクション 

「続・救いの確信を得る喜び ～ヨハネの手紙 第二・第三～」  

ヨハネの手紙 第二 
 

イントロダクション 

 

1. 文脈の重要性 

（1） 前後の文脈、その書全体の文脈 

（2） 聖書全体の中でのその書の文脈 

（3） 歴史的文脈 

 

2. この書簡に関して 

（1） 著者 

①伝統的に、ⅠヨハネからⅢヨハネまでの 3 つの書簡はヨハネによるとされている。 

②内容と文学スタイルにおいてヨハネの福音書とよく似ている。 

③この書簡はⅠヨハネと同じ時期に書かれたものと思われる。 

＊80 年代後半であろう。 

④短い手紙である。通常サイズのパピルス 1 枚に書かれたと思われる。 

 

（2） 執筆の背景 

①ギリシア哲学から派生したグノーシス主義 

＊この教えを信奉する者たちは、使徒たちとの交わりから離れて行った。 

＊霊肉二元論。霊のみを善なるものとし、肉体や物質を悪なるものと見なす。 

＊その結果、キリストの受肉を否定するようになった。 

＊キリスト論がおかしくなると、救済論もおかしくなる。 

②ヨハネは、異端による悪影響を取り除くために、この書簡を書いた。 

③特に、偽教師をもてなす危険性を排除することがこの書簡の目的である。 

＊当時は、多くの偽教師たちが巡回していた。 

＊真理を教える伝道者たちも巡回していた。 

④さらに、この書簡では、「真理」と「愛」に強調点がある。 

 

3. アウトライン 

Ⅰ. プロローグ（1：1～3） 

Ⅱ. 本文（1：4～11） 

1. 真理の実践（1：4～6） 

2. 真理の擁護（1：7～11） 
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ヨハネの手紙 第二 

2016 年 聖書フォーラムキャンプ（大阪） 

Ⅲ. 結語（1：12～13） 

 

Ⅰ. プロローグ（1：1～3） 

 

（1） 1～2 節 

1 長老から、選ばれた夫人とその子どもたちへ。私はあなたがたをほんとうに愛して
います。私だけでなく、真理を知っている人々がみな、そうです。 

2 このことは、私たちのうちに宿る真理によることです。そして真理はいつまでも私
たちとともにあります。 

①当時の手紙の書き出しと同じ形式である。 

＊差出人 

＊宛先 

＊あいさつの言葉 

②差出人は長老である。 

＊ヨハネは自分のことを「長老」（定冠詞あり）と呼んだ。 

＊教会内の職責とも「年長者」とも取れる親密な呼び方である。 

＊「プロスビュテロス」には「老人」という意味もある。 

③宛先は、「選ばれた夫人とその子どもたち」である。 

＊Ⅱヨハネには固有名詞が出てこない。Ⅲヨハネには 3 人の名前が出ている。 

＊ある地域教会が擬人法で「選ばれた夫人」と呼ばれている。 

＊「その子どもたち」とは、教会のメンバーたちである。 

④ヨハネのあいさつは、この教会への愛の表明で始まっている。 

＊いかなる勧告も、愛を土台として語られなければならない。 

＊この教会は、よく知られた教会である。 

＊真理を知る人は、みなこの教会を愛している。 

⑤信者の間の愛は、真理に根差している。 

＊真理は信者の心に宿っている。 

＊真理はいつまでも信者を離れることはない。 

＊3 重の真理の内住 

・イエス・キリストは真理である（ヨハ 14：6）。 

・聖霊は真理の御霊である（Ⅰヨハ 5：6、ヨハ 14：16～17）。 

・聖書は真理のことばである（ヨハ 17：17）。 

 

（2） 3 節 

3 真理と愛のうちに、父なる神と御父の御子イエス・キリストからの恵みとあわれみ
と平安は、私たちとともにあります。 
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Ⅱ. 本文（1：4～11） 

「続・救いの確信を得る喜び ～ヨハネの手紙 第二・第三～」  

①恵み、あわれみ、平安があるようにとは書いていない。 

②その代わりに、それらの祝福をすでに経験していると書いている。 

③真理と愛にどれだけとどまっているかが、それらの祝福の質を決める。 

④それらの祝福は、父を源とし、御子を管として与えられる。 

 

Ⅱ. 本文（1：4～11） 

 

1. 真理の実践（1：4～6） 

（1） 4 節 

4 あなたの子どもたちの中に、御父から私たちが受けた命令のとおりに真理のうちを
歩んでいる人たちがあるのを知って、私は非常に喜んでいます。 

①ヨハネは、この教会のメンバーたちとどこかで会っている。 

②彼らが真理のうちを歩んでいるのを知って、大いに喜んでいる。 

＊真理とは知的認識ではなく、実践すべきことである。 

③真理のうちを歩むことは、父なる神から受けた命令である。 

④ヨハネは、先ずその教会の長所を取り上げている。 

＊他の教会にも見習ってほしいと思っている。 

 

（2） 5 節 

5 そこで夫人よ。お願いしたいことがあります。それは私が新しい命令を書くのでは
なく、初めから私たちが持っていたものなのですが、私たちが互いに愛し合うとい
うことです。 

①「夫人」との呼びかけは、これが最後で、これ以降は「あなたたが」となる。 

②ヨハネが書くのは、新しい命令ではなく信者が初めから持っていた命令である。 

③その内容は、互いに愛し合うことである。 

 

（3） 6 節 

6 愛とは、御父の命令に従って歩むことであり、命令とは、あなたがたが初めから聞
いているとおり、愛のうちを歩むことです。 

①ヨハネは信者の愛を、神への従順との関連で定義している。 

②Ⅰヨハ 5：2～3 

「私たちが神を愛してその命令を守るなら、そのことによって、私たちが神の子ど

もたちを愛していることがわかります。神を愛するとは、神の命令を守ることです。

その命令は重荷とはなりません。」 

③神の命令に従わないで愛そうとしても、それは自己中心的な愛になってしまう。 
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ヨハネの手紙 第二 

2016 年 聖書フォーラムキャンプ（大阪） 

2. 真理の擁護（1：7～11） 

（1） 7 節 

7 なぜお願いするかと言えば、人を惑わす者、すなわち、イエス・キリストが人とし
て来られたことを告白しない者が大ぜい世に出て行ったからです。こういう者は惑
わす者であり、反キリストです。 

①正しい教理を理解し、擁護することは、極めて重要である。 

②グノーシス主義者は、イエス・キリストの受肉を否定した。 

＊多くのバリエーションがあったが、共通項はキリストの受肉の否定である。 

③その影響を受けた者が多く出現した。 

④ヨハネは彼らのことを「反キリスト」と呼んだ。 

⑤ヨハネは、将来現れる反キリストと、すでに存在している多くの反キリストとを区

別している（Ⅰヨハ 2：18 参照）。 

 

（2） 8 節 

8 よく気をつけて、私たちの労苦の実をだいなしにすることなく、豊かな報いを受け
るようになりなさい。 

①誤った教理の影響を受けると、悲惨な結果を招くことになる。 

②「労苦の実をだいなしにする」 

＊救いを失うことではない。 

＊神からの褒賞を失うことである（Ⅰコリ 3：11～15 参照）。 

③ヨハネは「私たち」という主語を使っている。 

＊自分と読者を同じ位置に置いて、痛みを共有している。 

 

（3） 9 節 

9 だれでも行き過ぎをして、キリストの教えのうちにとどまらない者は、神を持って
いません。その教えのうちにとどまっている者は、御父をも御子をも持っています。 

①キリストの教えから逸脱する者は、神との関係が切れた者である。 

＊これは、かつては正しい教理を信じていた者のことである。 

＊彼らは、「キリストの教えを越える」人々で、偽教師である。 

＊これを行うのが、カルトである。 

＊新しい啓示が与えられたと主張し、神が啓示していないことを教える。 

＊「セカンドチャンス論」は、まさに「キリストの教えを越えている」。 

②キリストの教えの中にとどまる者は、御父と御子との関係を持っている。 

 

（4） 10～11 節 

10 あなたがたのところに来る人で、この教えを持って来ない者は、家に受け入れては
いけません。その人にあいさつのことばをかけてもいけません。 
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Ⅲ. 結語（1：12～13） 

「続・救いの確信を得る喜び ～ヨハネの手紙 第二・第三～」  

11 そういう人にあいさつすれば、その悪い行いをともにすることになります。 

①当時のギリシア・ローマ世界では、巡回哲学者や宗教家が多くいた。 

②クリスチャン伝道者も巡回しており、訪問地の信者のもてなしを受けていた。 

③この手紙の読者は警告を受けた。 

＊巡回伝道者が来た場合、注意すべきである。 

＊その人が真理の教えを持ってこないなら、家に受け入れてはいけない。 

＊真理に立つ者は、真理に立たない者をもてなしてはならない。 

＊あいさつしてもいけない。 

④信者同士のもてなしは、大いに奨励された（Ⅲヨハ 1：5、8 参照）。 

⑤偽教師にあいさつをすると、その悪い行いをともにすることになる。 

＊さらに、偽教師を励ます結果になる。 

⑥ヨハネの教えは、現代の宗教的寛容とは対極にある教えである。 

⑦現代のキリスト教は、真理に関する確信を失っている。 

 

Ⅲ. 結語（1：12～13） 

 

（1） 12 節 

12 あなたがたに書くべきことがたくさんありますが、紙と墨でしたくはありません。
あなたがたのところに行って、顔を合わせて語りたいと思います。私たちの喜びが
全きものとなるためにです。 

①最後の文章は、手紙を締めくくる際の慣用句であろう。 

＊とは言え、これはヨハネの誠実さを否定するものではない。 

②ヨハネは、この教会を近いうちに訪問しようとしている。 

＊直接会って話せば、喜びが増すと考えている。 

③その計画がなかったなら、この手紙はⅠヨハネのような内容になっていたはず。 

 

（2） 13 節 

13 選ばれたあなたの姉妹の子どもたちが、あなたによろしくと言っています。 

①「選ばれたあなたの姉妹」とは、姉妹教会のことである。 

＊「子どもたち」とは、その姉妹教会のメンバーたちである。 

＊その教会も、神によって選ばれた教会である。 

②教会のネットワークの存在 

＊真理と愛によって結ばれている教会のネットワークである。 

＊キリストにある「自立と共生」が、初期の教会の間に見られる。 
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ヨハネの手紙 第三 

2016 年 聖書フォーラムキャンプ（大阪） 

 

ヨハネの手紙 第三 
 

イントロダクション 

 

1. この書簡に関して 

（1） 著者 

①伝統的に、ⅠヨハネからⅢヨハネまでの 3 つの書簡はヨハネによるとされている。 

②内容と文学スタイルにおいてヨハネの福音書とよく似ている。 

③この書簡はⅠヨハネと同じ時期に書かれたものと思われる。 

＊80 年代後半であろう。 

 

（2） この書簡の特徴 

①2 ヨハは教会に宛てた手紙であるが、Ⅲヨハネは個人に宛てた手紙である。 

②新約聖書には、個人に当てられた手紙が 2 つある。 

＊ピレモンへの手紙、ヨハネの手紙第三 

③牧会書簡と呼ばれている手紙は 3 つある。 

＊テモテへの手紙第一と第二、テトスへの手紙 

＊牧会書簡は、公に朗読されることを前提に書かれている。 

④Ⅲヨハネは、初期の教会時代の個人的なやり取りを知る上で、貴重な史料である。 

＊初期の信者たちがどのような価値観を持っていたかを知ることができる。 

⑤これもまた短い手紙で、通常サイズのパピルス 1 枚に書かれたと思われる。 

 

2. アウトライン 

Ⅰ. あいさつ（1：1～4） 

Ⅱ. 本文（1：5～12） 

1. ガイオをほめる言葉（1：5～8） 

2. デオテレペスを叱責する言葉（1：9～11） 

3. デメテリオを推薦する言葉（1：12） 

Ⅲ. 最後のあいさつ（1：13～15） 

 

Ⅰ. あいさつ（1：1～4） 

 

（1） 1 節 
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Ⅰ. あいさつ（1：1～4） 

「続・救いの確信を得る喜び ～ヨハネの手紙 第二・第三～」  

1 長老から、愛するガイオへ。私はあなたをほんとうに愛しています。 

①長老とは、ヨハネのことである。 

＊役職とも、年長者とも取れる。 

＊通常出てくる「恵みと平安」という言葉が出てこない。 

＊「長老から」という短い言葉は、受取人に対する愛を表現している。 

②「愛するガイオへ」 

＊ヨハネの内に、クリスチャンの愛が宿っている。 

＊ガイオもまた、同じ愛を実践する信者であった。 

③ガイオが誰なのかよく分からない。 

＊ロマ 16：23 と使 20：4 にガイオという名が出てくる。 

＊それらのガイオと同一人物なのかどうか、分からない。 

＊アジア州にある教会の有力なメンバーであったと思われる。 

④ヨハネはこの人物に対して 3 度「愛する者よ」と呼びかける。 

＊2 節、5 節、11 節 

⑤訳文の比較 

＊「わたしは、あなたを真に愛しています」（新共同訳） 

＊「whom I love in the truth.」（NIV） 

⑥この愛は、神の真理に根差したものである。 

⑦この手紙でも、真理と愛の密接な関係が強調されている。 

 

（2） 2 節 

2 愛する者よ。あなたが、たましいに幸いを得ているようにすべての点でも幸いを得、
また健康であるように祈ります。 

①「愛する者よ」という呼びかけ 

②ガイオは非常に霊的な人物である。たましいに幸いを得ていた。 

③ヨハネは彼の霊性を高く評価している。 

＊それでこの手紙を彼宛てに書いている。 

＊このような同労者を得ていることは、幸せなことである。 

④ヨハネは彼の地上的な必要も満たされるように、また、健康であるようにと願って

いる。 

＊ガイオが病弱であった可能性はある。 

＊イエス・キリストは、人々の健康と肉の必要にも関心を示された。 

＊私たちもまた、地上的な必要のために祈るべきである。 

⑤ヨハネが 2 節を書いた理由は、グノーシス主義の教えを否定するためである。 

＊霊を重視し、肉を軽視する考え方は、間違っている。 

＊霊肉二元論の結果は、健康に留意しなくなるか、肉欲に溺れるかのいずれかであ
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2016 年 聖書フォーラムキャンプ（大阪） 

る。 

 

（3） 3 節 

3 兄弟たちがやって来ては、あなたが真理に歩んでいるその真実を証言してくれるの
で、私は非常に喜んでいます。 

①ガイオは兄弟たちの間で評判のよい人であった。 

＊彼は、真理に歩んでいる。 

＊真理と愛は密接に関連している。 

②この兄弟たちは、ガイオからもてなしを受けたことのある人たちであろう。 

③ヨハネは、ガイオの良い評判を聞いて、非常に喜んでいる。 

 

（4） 4 節 

4 私の子どもたちが真理に歩んでいることを聞くことほど、私にとって大きな喜びは
ありません。 

①「私の子どもたち」 

＊ガイオはヨハネによって救いに導かれたのであろう。 

＊あるいは、使徒として指導する場合に「子ども」と呼んだ可能性もある。 

②ヨハネにとって一番嬉しいのは、自分が導いた人が真理に歩んでいることを聞くこ

とである。 

 

Ⅱ. 本文（1：5～12） 

 

1. ガイオをほめる言葉（1：5～8） 

（1） 5 節 

5 愛する者よ。あなたが、旅をしているあの兄弟たちのために行っているいろいろな
ことは、真実な行いです。 

①「愛する者よ」が再び出てくる。 

②訳文の比較 

「あなたは、兄弟たち、それも、よそから来た人たちのために誠意をもって尽くし

ています」（新共同訳） 

「あなたが、兄弟たち、しかも旅先にある者につくしていることは、みな真実なわ

ざである」（口語訳） 

「Beloved, you are acting faithfully in whatever you accomplish for the brethren, 

and especially [when they are] strangers;」（NASB） 

③ガイオは巡回伝道者をもてなしていた。 

＊彼らが見知らぬ人である場合でも、もてなしていた。 
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Ⅱ. 本文（1：5～12） 

「続・救いの確信を得る喜び ～ヨハネの手紙 第二・第三～」  

＊恐らく、その地域を通りかかったクリスチャンの旅人であろう。 

④これは真実な行いである。 

＊愛は真理から生まれてくる。 

 

（2） 6 節 

6 彼らは教会の集まりであなたの愛についてあかししました。あなたが神にふさわし
いしかたで彼らを次の旅に送り出してくれるなら、それはりっぱなことです。 

①ヨハネが集っている教会で、巡回伝道者たちがガイオの愛について証しした。 

②主のしもべたちをもてなすことは、大きな祝福を得る道である。 

＊クリスチャンの間でよい評判を得る。 

＊ガイオの場合は、その名が聖書に記された。 

＊キリストの御座における裁きで褒賞を得るようになる（マタイ 10：41）。 

「預言者を預言者だというので受け入れる者は、預言者の受ける報いを受けます。
また、義人を義人だということで受け入れる者は、義人の受ける報いを受けます。」 

＊家族が救われたり、霊的成長したりする。 

＊伝道の業に間接的に参加していることになる。 

③「神にふさわしいしかたで彼らを次の旅に送り出す」 

＊家に受け入れ、もてなす。 

＊旅を続けるために必要な資金や食料を与える。 

＊気前よくそれを行う。 

 

（3） 7 節 

7 彼らは御名のために出て行きました。異邦人からは何も受けていません。 

①「御名のために」とは、イエス・キリストのためにという意味である。 

②その御名の代理人として出て行くことは、大いなる栄誉である。 

＊その御名のために苦しめられることさえも、栄誉である（使 5：41）。 

③彼らは、救われていない人たち（異邦人）からは援助を受けていない。 

＊伝道者は、神だけに信頼を置く。 

④未信者から援助を受けることの問題点 

＊神は貧しいので自分のしもべたちを支えられないのだという印象を与える。 

＊伝道の動機が疑われる。 

＊未信者を傲慢にする。 

＊未信者は、信仰と恵みによる救いが理解できなくなる。 

 

（4） 8 節 
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8 ですから、私たちはこのような人々をもてなすべきです。そうすれば、私たちは真
理のために彼らの同労者となれるのです。 

①伝道者は未信者の援助を受けないのだから、クリスチャンには責務が伴う。 

②伝道者を援助することは、彼らの同労者となることである。 

③真理を伝えるためのパートナーシップこそ、ガイオが目標としたことである。 

 

2. デオテレペスを叱責する言葉（1：9～11） 

（1） 9 節 

9 私は教会に対して少しばかり書き送ったのですが、彼らの中でかしらになりたがっ
ているデオテレペスが、私たちの言うことを聞き入れません。 

①「教会に対して」とは、ガイオが所属している教会であろう。 

＊定冠詞がある。 

②ガイオがこの手紙に関する情報を持っていなかった可能性がある。 

＊その場合は、デオテレペスがそれを握りつぶしたのであろう。 

③デオテレペスは、真理ではなく、一番になることを愛した。 

＊個人的な野心のために、彼はヨハネの手紙に反抗した。 

＊「私たちの言うことを聞き入れません」 

＊「わたしたちを受け入れません」（新共同訳） 

＊これは、家に迎えないという意味にもなる。 

⑤個人的な野心が活動の動機になっている教会の指導者は、今もたくさんいる。 

＊私たちクリスチャンは、野心的な指導者が出ないように見張る必要がある。 

 

（2） 10 節 

10 それで、私が行ったら、彼のしている行為を取り上げるつもりです。彼は意地悪い
ことばで私たちをののしり、それでもあきたらずに、自分が兄弟たちを受け入れな
いばかりか、受け入れたいと思う人々の邪魔をし、教会から追い出しているのです。 

①デオテレペスの 3 つの罪 

＊意地悪いことば（虚偽のことば）で、ヨハネが送った人たちをののしった。 

＊兄弟たちを家に受け入れなかった。 

＊巡回伝道者を受け入れたいと思う人々の邪魔をし、従わない場合は、教会から追

い出した。 

②彼は、キリストが教会の頭であることを忘れている。 

③ヨハネは、次の訪問では、デオテレペスの問題に取り組むことを約束する。 

＊カルト的指導者との対決は、公の場で行うのがよい。 

 

（3） 11 節 
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「続・救いの確信を得る喜び ～ヨハネの手紙 第二・第三～」  

11 愛する者よ。悪を見ならわないで、善を見ならいなさい。善を行う者は神から出た
者であり、悪を行う者は神を見たことのない者です。 

①「愛する者よ」という呼びかけが再び出ている。 

②ガイオは、悪を見習うのではなく、善を見習うように勧められる。 

③外面に出る行為は、その人と神の関係を示すものである。 

④悪を行う者は、神を知らないのである（Ⅰヨハ 3：6）。 

「だれでもキリストのうちにとどまる者は、罪を犯しません。罪を犯す者はだれも、

キリストを見てもいないし、知ってもいないのです。」 

⑤ヨハネは、デオテレペスの救いは疑っていない。 

＊彼の神との関係を疑っているのである。 

 

3. デメテリオを推薦する言葉（1：12） 

（1） 12 節 

12 デメテリオはみなの人からも、また真理そのものからも証言されています。私たち
も証言します。私たちの証言が真実であることは、あなたも知っているところです。 

①デメテリオは信頼できる伝道者である。 

＊恐らく、この手紙を運んだ人物であろう。 

＊使 19：24 のデメテリオという銀細工人とは別人である。 

②3 重の証人（ユダヤ的論法） 

＊みなの人からも 

＊真理そのものからも 

＊私たちも証言します。 

③真理が義人法で語られている。デメテリオの行為と教理が真理を体現している。 

④ヨハネ自身も証言している。 

⑤以上のことは、デメテリオを受け入れてほしいという要請である。 

 

Ⅲ. 最後のあいさつ（1：13～15） 

 

（1） 13～15 節 

13 あなたに書き送りたいことがたくさんありましたが、筆と墨でしたくはありませ
ん。 

14 間もなくあなたに会いたいと思います。そして顔を合わせて話し合いましょう。 
15 平安があなたにありますように。友人たちが、あなたによろしくと言っています。
そちらの友人たちひとりひとりによろしく言ってください。 

①ヨハネは、もっと書きたいことがあったが、それはしない。 

②間もなく教会を訪問するので、その時に、顔と顔を合わせて話そうという。 
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③ヨハネは「平安」がガイオの上にあるようにと願う。 

④友人たちという言葉が 2 回出てくる。 

＊クリスチャンは、どこにいても友人のネットワークを作ることができる。 

＊初対面の人であっても、クリスチャンならすぐに友人になれる。 

 

結論 

 

1. 拒否と受容 

（1） Ⅱヨハネでは、家に迎えてはならないと教えられていた（Ⅱヨハ 1：10～11）。 

「あなたがたのところに来る人で、この教えを持って来ない者は、家に受け入れては

いけません。その人にあいさつのことばをかけてもいけません。そういう人にあいさ

つすれば、その悪い行いをともにすることになります。」 

 

（2） Ⅲヨハネでは、家に迎えるように勧められている（Ⅲヨハ 1：8）。 

8 ですから、私たちはこのような人々をもてなすべきです。そうすれば、私たちは真
理のために彼らの同労者となれるのです。 

 

（3） 拒否するか受容するかの選択肢しかない。 

①教理は、間違っているか、正しいかの、いずれかである。 

②クリスチャンは、真理のための戦いをするように召されている。 

③なぜなら、愛は真理からしか流れてこないからである。 

 

2. 真理と愛 

（1） ヨハネのガイオに対する愛は、真理から出たものである（Ⅲヨハ 1：1）。 

1 長老から、愛するガイオへ。私はあなたをほんとうに愛しています。 

①「ほんとうに愛しています」ではなく、「真理にあって愛しています」である。 

②真理に留まることと、愛を実践することとは、分離不可能である。 

 

（2） ガイオの兄弟たちへの愛は、真理から出たものである（Ⅲヨハ 1：5）。 

5 愛する者よ。あなたが、旅をしているあの兄弟たちのために行っているいろいろな
ことは、真実な行いです。 

①ここでも、真理と愛が関連している。 

 

3. 支配欲と愛 

（1） 支配者になることを愛するのは、本当の愛ではない。 
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結論 

「続・救いの確信を得る喜び ～ヨハネの手紙 第二・第三～」  

①真理ではなく、利己心と一体化した愛は、聖書的愛ではない。 

②デオテレペスは、悪しきリーダーの例である。 

 

（2） リーダーにとっての落とし穴は、奉仕を自己実現の場とすることである。 

①真理からの語りかけに耳を傾けなくなる。 

②他の兄弟たちからの助言を無視するようになる。 

③自分に同意しない人を、敵とみなすようになる。 

④自分に従わない人を、教会から追放するようになる。 

⑤教会の頭がキリストであることを忘れる。 

 

4. 伝道とフォローアップ 

（1） ヨハネは、自分が導いた霊の子どもたちの霊的成長に心を配った。 

4 私の子どもたちが真理に歩んでいることを聞くことほど、私にとって大きな喜びは
ありません。 

①ヨハネにとって一番嬉しいのは、自分が導いた人が真理に歩んでいることを聞くこ

とである。 

②ガイオは、ヨハネにとっては霊の子どもである。 

 

（2） パウロも同様の思いを持っていた。 

①1 コリント 4：14 

「私がこう書くのは、あなたがたをはずかしめるためではなく、愛する私の子ども

として、さとすためです。」 

②ガラテヤ 4：19 

「私の子どもたちよ。あなたがたのうちにキリストが形造られるまで、私は再びあ

なたがたのために産みの苦しみをしています。」 

 

（3） ヨハネは伝道の重要性だけでなく、フォローアップの重要性もよく知っていた。 

①真理を教えることが、最善のフォローアップの方法である。 

②「聖書研究から日本の霊的覚醒（目覚め）が」 
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